
３．底生生物・魚類調査

3.1 調査項目

(1)底生生物等の生息状況調査

①魚介類、底生生物（大型）

②マクロベントス(小型)

③陸水生物

3.2 調査時期

平成17年８月17日～19日、24日

3.3 調査範囲

調査範囲を図3-1に示す、比屋根湿地全域、３ライン調査及び比屋根第２雨水幹

線である。

図3-1 底生生物・魚類調査地点図

3.4 調査方法

①魚介類、底生生物(大型)調査

a)生息状況

生息状況、比屋根湿地全域をマングローブ域、干潟域、水路周辺、ヨシ原、

石積み護岸周辺、その他の6つの環境に区分し、それぞれの環境において生物の

生息状況調査を行った。調査は、干潮時に踏査を行い目視観察を行った。この

時、必要に応じてタモ網、投網、スコップによる捕獲も行い、確認された種と

個体数を記録した。生物の個体数については、CR法により概略的な把握を行っ

た。CR法の記号は既往調査に準じて、以下の通りとする。

CR法で用いた記号

G:1000個体以上

m:100～1000個体未満

c:20～100個体未満

+:5-20個体未満

r:5個体未満

投網による捕獲では、水深の浅い箇所や瀬にいる魚類の捕獲を目的に実施し

た。網打ちは、歩きながら網を打つ「徒打ち」を基本とし、水路において10回

。 、 、 、以上行った なお タモ網による捕獲を行う場所では 投網の調査を先に行い

タモ網による調査の影響を受けない様に配慮した。

タモ網による捕獲では、石の下にいるハゼ類等の底生魚や甲殻類を捕獲する

ことを目的に実施した。

スコップによる捕獲は干潟やマングローブ内で行い、底質内の貝類や甲殻類

を捕獲することを目的に実施した。

これらの調査においては、現地にて同定可能な種については、可能な限りそ

の場で記録を行い採集を控えるよう努めた。現場での同定が困難な種について

は、10％ホルマリンで固定を行い、室内に持ち帰り同定を行った。

b)ライン調査(ベルトトランセクト法)

比屋根湿地および周辺海岸の6ラインにおいて測線を設定し、この測線の両側

約1ｍの範囲について生物の目視観察を行った(ベルトトランセクト法)。また、

各ライン上で等間隔(10m毎)に採集地点を設け、生物の採集を行い、各採集地点

での定量的なデータも得た。調査はﾒｼﾞｬｰ等を利用し、比屋根湿地と周辺海岸の

（ 、 ） 、 。生物の生息状況 個体数 密度 の他 代表的な出現種等も合わせて図示した

c)トラップ採集

満潮時にカニカゴ，フィッシャーキラー、刺網等のトラップを設置した。カ

ニカゴは、比屋根湿地内に5個以上設置し、餌に冷凍サンマを用い、日没前に設

置して翌朝回収した。フィッシャーキラーは、湿地内の水路において5個以上設

置し、餌として練り餌を用いた。設置後は約2時間後に中に入った生物を回収し

た。回収後、捕獲した生物の種数、個体数を記録した。刺網は比屋根湿地南側
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のカルバート近くにおいて、夕方に設置し翌朝に回収した。

②マクロベントス(小型)

底生生物は、コドラート(30cm×30cm方形枠)内の底質を直接採取して試料と

した。採取した試料はホルマリンで固定した後、持ち帰り、試験室で1mm網目の

篩にかけ、篩上に残った生物を顕微鏡により同定・計測し、出現生物の総湿重

量を計測した。

③陸水生物

比屋根第2雨水幹線および泡瀬第1雨水幹線において目視観察、採集、トラッ

プ調査を行った。目視観察は水路脇を踏査し目視にて生物を確認した。採集は

タモ網等を用いて採集を行った。トラップ調査はカニカゴおよびフィッシャー

キラーを各5個ずつ設置した。カニカゴは、水路内に3個以上設置し、餌に冷凍

サンマを用い、日没前に設置して翌朝回収した。フィッシャーキラーは、水路

において3個以上設置し、餌として練り餌を用いた。設置後は約2時間後に中に

入った生物を回収した。回収後、捕獲した生物の種数、個体数を記録した。

3.5 調査結果

(1)調査結果概要

①魚介類、底生生物（大型）

44 66 52比屋根湿地においては 汽水生物が多く出現し 魚類 種 甲殻類 種 貝類、 、 、 、

種、その他 種の合計 種が確認された。(表 ～表 参照）6 168 3-1 3-3
比屋根湿地においては、甲殻類(主にカニ類)、貝類の出現種が多く、干潟域、マ

ングローブ域、水路周辺等の環境の違いにより出現する生物に違いが見られた。干

潟域では甲殻類のシオマネキ類やオサガニ類が多く出現し、マングローブ域ではベ

ンケイガニ類やオカミミガイ類が多く出現した。陸地化が進む北側では、種数は南

側に比べれば少ないものの、大潮高潮線付近に生息するオカミミガイ類やそれより

上側に生息するミナミオカガニやオカヤドカリ類等の生息が見られた。

②マクロベントス(小型)

マクロベントス調査は、4地点で行い、11種が確認された。調査結果から、大型の

底生動物を除外すると、マクロベントスは僅か数種が確認されただけであった。

③陸水生物

、 、比屋根湿地の中央部に注ぐ雨水幹線は コンクリート 面張りに整備されており3
干潮時には水深数ｃｍまで低下する。生物の生息する環境に乏しいためか、出現し

5 7 6 1 19 3-1た種は魚類 種 甲殻類 種 貝類 種 昆虫類 種の合計 種のみであった 表、 、 、 。（

～表 参照 。3-3 ）

比屋根湿地において確認された貴重種は、貝類 種、甲殻類 種、魚類 種の13 14 2
合計 種が確認された(表 )。天然記念物であるオカヤドカリ類はマングローブ29 3-4
林の後背地と、北側のモクマオウ林周辺等、地盤の高い地点で確認された。その他

の貴重種は、主に水路とその周辺の干潟及びマングローブ林内に見られた。シオマ

ネキは、主に比屋根湿地南側のマングローブと干潟の広がる地点及び、中央部の水

路に確認された。シオマネキの出現地点は貴重種確認場所に示したが、生息個体数

が多く、これ以外にも広い範囲で生息すると推測される。
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表3-1 比屋根湿地確認された種一覧（その1）

番号 門 綱 目 科 種名 学名 L-1 L-2 L-3 全域
雨水
幹線
I J K M

1 腔腸動物 花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ － ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 Actiniaria ●
2 環形動物 多毛 遊在 ｺﾞｶｲ Namalycastis属 Namalycastis sp. ● ● ●
3 Ceratonereis属 Ceratonereis sp. ●
4 軟体動物 腹足 原始腹足 ｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ ｲｼﾏｷｶﾞｲ Clithon retropictus ● ●
5 ｶﾉｺｶﾞｲ Clithon faba ● ●
6 ｼﾏｶﾉｺ Neritina  turrita ●
7 ﾋﾛｸﾁｶﾉｺｶﾞｲ Neritina violacea ● ● 　
8 ﾏﾙｱﾏｵﾌﾞﾈ Nerita squamulata ● 　
9 ﾏﾝｸﾞﾛｰﾌﾞｱﾏｶﾞｲ Nerita undulata ● 　
10 ﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ ｳｽﾞﾗﾀﾏｷﾋﾞ Littoraria scabra ● ● ●
11 ｲﾛﾀﾏｷﾋﾞ Littoraria conica ● ● ●
12 ﾋﾒｳｽﾞﾗﾀﾏｷﾋﾞ Littoraria intermedia ● ● ● ●
13 中腹足 ｳﾐﾆﾅ ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ Batillaria zonalis ● ●
14 ﾄｳｶﾞﾀｶﾜﾆﾅ ﾇﾉﾒｶﾜﾆﾅ Melanoides tuberculatus ● ●
15 ﾈｼﾞﾋﾀﾞｶﾜﾆﾅ Thiara riqueti ● ● ●
16 ｲﾎﾞｱﾔｶﾜﾆﾅ Thiara granifera ● ● ●
17 ﾄｳｶﾞﾀｶﾜﾆﾅ Thiara scabra ●
18 ﾀｲﾜﾝｶﾜﾆﾅ Thiara tuberculata formosana ● ● ● ● ●
19 ﾌﾄﾍﾅﾀﾘ ﾌﾄﾍﾅﾀﾘ(ｲﾄｶｹﾍﾅﾀﾘ) Cerithidea rhizophorarum ● ● ● ●
20 ﾍﾅﾀﾘ Cerithidea cingulata ● ● ●
21 ｶﾜｱｲ Cerithidea djadjariensis ● ● ●
22 ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ ﾏﾝｶﾞﾙﾂﾎﾞ Iravadia quadrasi ●

23 ｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ ｳｽｲﾛｵｶﾁｸﾞｻｶﾞｲ Paludinassiminea debilis ●
24 ｳｽｲﾛﾍｿｶﾄﾞｶﾞｲ Paludinellassiminea stricta ●
25 － Assiminedae ● ● ● ● ●
26 ｸﾋﾞｷﾚｶﾞｲ ｸﾋﾞｷﾚｶﾞｲ Truncatella guerinii ● ● ●
27 収眼 ｲｿｱﾜﾓﾁ ﾄﾞﾛｱﾜﾓﾁ Onchidium hongkongensis ● ● ● ●
28 ｷﾅｺｱﾜﾓﾁ Peronia sp. ● ●
29 ｺﾞﾏｾﾝﾍﾞｲｱﾜﾓﾁ Peatevindex cf.mortoni ● ● ● ●
30 基眼 ｵｶﾐﾐｶﾞｲ ﾅｶﾞｵｶﾐﾐｶﾞｲ Auriculastra elongata ● ● ● ●
31 ｸﾛﾋﾗｼｲﾉﾐｶﾞｲ Pythia pachyodon ● ● ● ●
32 ﾋﾒﾋﾗｼｲﾉﾐｶﾞｲ Pythia nana ● 　
33 ｼｲﾉﾐﾐﾐｶﾞｲ Cassidula plecotrematoides ● ● ● ●
34 ｳﾗｼﾏﾐﾐｶﾞｲ Cassidula mustelina ● ● ● ●

35 ｶﾀｼｲﾉﾐﾐﾐｶﾞｲ Cassidula crassiuscula ● ● ● ●

36 ﾍｿｱｷｺﾐﾐｶﾞｲ Laemodonta typica ●

37 ｸﾘｲﾛｺﾐﾐｶﾞｲ Laemodonta siamensis ● ●

38 ｺｸﾄｳﾊﾏｼｲﾉﾐ Melampus castaneus ● 　

39 ﾊﾏｼｲﾉﾐｶﾞｲ Melampus nuxeastaneus ● ● ● ●

40 ﾁﾋﾞﾊﾏｼｲﾉﾐｶﾞｲ Melampus parvulus ● ● ● ●

41 ｷﾇｶﾂｷﾞﾊﾏｼｲﾉﾐｶﾞｲ Melampus sincaporensis ● ● ●

42 ﾄﾘｺﾊﾏｼｲﾉﾐｶﾞｲ Melampus phaeostylus ●

43 ﾎｿﾊﾏｼｲﾉﾐｶﾞｲ Melampus taeniolatus ● ● ● ●

44 ﾇﾉﾒﾊﾏｼｲﾉﾐｶﾞｲ Melampus granifer ● ● ● ●

45 ｺﾊｸｵｶﾐﾐｶﾞｲ Ellobium incrassatum ● ● ● ● ● ●
46 二枚貝 ﾌﾈｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ ｶﾘｶﾞﾈｴｶﾞｲ Barbatia virescens ●
47 ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ ﾀｲﾜﾝﾓﾉｱﾗｶﾞｲ Radix auricularia swinhoei ● ●
48 ｻｶﾏｷｶﾞｲ ｻｶﾏｷｶﾞｲ Physa acuta ● ●
49 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲﾓﾄﾞｷ Hormomya mutabilis ●
50 ｶｷ ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ － Ostreidae ●

51 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｼｵｻｻﾞﾅﾐ ﾏｽｵｶﾞｲ Psammotaea elongata ●
52 ﾊﾅｸﾞﾓﾘ ﾊﾅｸﾞﾓﾘ Glauconome chinensis ● ● ● ●
53 ｼｼﾞﾐ ｼﾚﾅｼｼﾞﾐ Geloina coaxans ● ● ● ● ●
54 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｱﾗｽｼﾞｹﾏﾝｶﾞｲ Gafrarium tumidum ●
55 ｵｷｼｼﾞﾐ Cyclina sinensis ● 　
56 節足動物 顎脚 無柄 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ ｼﾛｽｼﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ Balanus albicostatus ●
57 ﾀﾃｼﾞﾏﾌｼﾞﾂﾎﾞ Balanus amphitrite ●
58 等脚 ﾌﾅﾑｼ ﾘｭｳｷｭｳﾌﾅﾑｼ Ligidium ryukyuense ●
59 軟甲 十脚 ｸﾙﾏｴﾋﾞ ﾌﾄﾐｿﾞｴﾋﾞ Panaeus latisulcatus ●
60 ﾖｼｴﾋﾞ Metapenaeus ensis ● ● ● ●
61 － Penaeidae ● ●
62 ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ ｽﾍﾞｽﾍﾞﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ Macrobrachium equidens ●
63 ｵｵﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ Marcobrachium grandimanus ●
64 ｲｯﾃﾝｺﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ Palaemon concinnus ● ● ●
65 ｽﾈﾅｶﾞｴﾋﾞ Palaemon debilis ● ● ●
66 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ － Alpheidae ●
67 ﾔﾄﾞｶﾘ ﾂﾒﾅｶﾞﾖｺﾊﾞｻﾐ Clibanarius longitarsus ● ● ● ●
68 ﾀﾃｼﾞﾏﾖｺﾊﾞｻﾐ(ｱｶｼﾏﾖｺﾊﾞｻﾐ) Clibanarius striolatus ● ●
69 ｵｷﾅﾜｱﾅｼﾞｬｺ ｵｷﾅﾜｱﾅｼﾞｬｺ Thalassina anomala ●
70 ｵｶﾔﾄﾞｶﾘ ｵｶﾔﾄﾞｶﾘ Coenobita cavipes ●
71 ﾑﾗｻｷｵｶﾔﾄﾞｶﾘ Coenobita purpureus ●
72 ｺﾑﾗｻｷｵｶﾔﾄﾞｶﾘ Coenobita vilascens ●

魚類、大型底生動物調査 ﾏｸﾛﾍﾞﾝﾄｽ調査

表3-2 比屋根湿地で確認された種一覧（その2）

番号 門 綱 目 科 種名 学名 L-1 L-2 L-3 全域
雨水
幹線
I J K M

73 節足動物 軟甲 十脚 ﾔﾜﾗｶﾞﾆ ｵｷﾅﾜﾔﾜﾗｶﾞﾆ Neorhychoplax okinawaensis ●
74 ｶﾞｻﾞﾐ ｱｶﾃﾉｺｷﾞﾘｶﾞｻﾞﾐ Scylla olivacea ● 　
75 ｱﾐﾒﾉｺｷﾞﾘｶﾞｻﾞﾐ Scylla serrata ● ● ●
76 ﾐﾅﾐﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ Thalamita crenata ● ● ●
77 ﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ属 Thalamita  sp. ● 　
78 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ ｸﾏﾄﾞﾘｵｳｷﾞｶﾞﾆ Baptozius vinosus ●
79 ｶﾉｺｾﾋﾞﾛｶﾞﾆ Epixanthus dentatus ● ● ●
80 ﾐﾅﾐﾄﾗﾉｵｶﾞﾆ Pilumnopeus marginatus ●
81 － Xanthidae ●
82 ｵｶｶﾞﾆ ﾐﾅﾐｵｶｶﾞﾆ Cardisoma carnifex ● ● ●
83 ｲﾜｶﾞﾆ ｸｲﾗﾊｼﾘｲﾜｶﾞﾆ Metopograpsus latifrons ● ●
84 ﾊｼﾘｲﾜｶﾞﾆ Metopograpsus messor ●
85 ﾊｼﾘｲﾜｶﾞﾆﾓﾄﾞｷ Metopograpsus thukuhar ● ●
86 ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ Eriocheir japonicus ● ●
87 ｵｵﾋﾗｲｿｶﾞﾆ Varuna litterata ● ● ●
88 ﾀｲﾜﾝｵｵﾋﾗｲｿｶﾞﾆ Varuna yui ● ●
89 ﾋﾗﾓｸｽﾞｶﾞﾆ Utica borneensis ●
90 ﾀｲﾜﾝﾋﾗｲｿﾓﾄﾞｷ Ptychognathus ishii ●
91 ﾄｹﾞｱｼﾋﾗｲｿｶﾞﾆﾓﾄﾞｷ Parapyxidognathus deianira ●
92 ﾋﾗｲｿﾓﾄﾞｷ属 Ptychognathus sp. ●
93 ﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ ﾊﾏｶﾞﾆ Chasmagnathus convexus ● ●
94 ｸﾛﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ Chiromantes dehaani ● ● ●
95 ﾌｼﾞﾃｶﾞﾆ Chiromantes villosum ● ● ● ●
96 ｷﾉﾎﾞﾘﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ Parasesarma leptosoma ● ●
97 ﾌﾀﾊﾞｶｸｶﾞﾆ Perisesarma bidense ● ● ● ● ● ●
98 ｱｼﾊﾗｶﾞﾆ Helice tridense tridense ● ● ●
99 ｵｵﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ Neoepisesarma lafondi ● ● 　
100 ﾋﾒｱｼﾊﾗｶﾞﾆﾓﾄﾞｷ Neosarmatium indicum ● ● ● ●
101 ﾕﾋﾞｱｶﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ Parasesarma eacis ● ● ●
102 ｵｵﾕﾋﾞｱｶﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ Parasesarma plicatum ●
103 ﾀｲﾜﾝｱｼﾊﾗｶﾞﾆ Helice formosensis ●
104 ﾐﾅﾐｱｼﾊﾗｶﾞﾆ(ﾘｰﾁｱｼﾊﾗｶﾞﾆ) Helice leach ● ● ●
105 ｶｸﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ Parasesarma pictum ● ● ● ●
106 ｶｸﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ属 Parasesarma sp. ●
107 ﾐｿﾞﾃｱｼﾊﾗｶﾞﾆ Sarmatium crassum ● ● ● ●
108 ﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ Sesarmops intermedium ● 　
109 ｽﾅｶﾞﾆ ﾂﾉﾒﾁｺﾞｶﾞﾆ Tmethypocoelis ceratophora ● ● ●
110 ﾌﾀﾊｵｻｶﾞﾆ Macrophthalmus convexus ● ●
111 ﾋﾒﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ Macrophthalmus banzai ● ● ●
112 ﾖｺｽｼﾞｵｻｶﾞﾆ Macrophthalmus definitus ●
113 ﾀｲﾖｳｵｻｶﾞﾆ Macrophthalmus pacificus ● 　
114 Macrophthalmus holthuisi Macrophthalmus holthuisi ● ●
115 ｵｻｶﾞﾆ属 Macrophthalmus sp. ●
116 ｼｵﾏﾈｷ Uca arcuata ● ● ● ●
117 ﾍﾞﾆｼｵﾏﾈｷ Uca crassipes ● ● ● ●
118 ﾔｴﾔﾏｼｵﾏﾈｷ Uca dussumieri ● ● ●
119 ｵｷﾅﾜﾊｸｾﾝｼｵﾏﾈｷ Uca perplexa ● ● ● ●
120 ﾙﾘﾏﾀﾞﾗｼｵﾏﾈｷ Uca tetragonon ●
121 ﾋﾒｼｵﾏﾈｷ Uca vocans ● ● ● ●
122 昆虫 ﾄﾝﾎﾞ ﾄﾝﾎﾞ ﾊﾗﾎﾞｿﾄﾝﾎﾞ Orthetrum sabina sabina ● ● ●
123 ｶﾒﾑｼ ｱﾒﾝﾎﾞ ｱﾏﾐｱﾒﾝﾎﾞ Aquarius paludum amamiensis ● 　
124 ﾊｴ － ﾊｴ亜目 Brachycera ●
125 脊椎動物 硬骨魚 ｶﾗｲﾜｼ ｶﾗｲﾜｼ ｶﾗｲﾜｼ Elops hawaiensis ●
126 ｳﾅｷﾞ ｳﾅｷﾞ ｵｵｳﾅｷﾞ Anguilla marmorata ●
127 ﾆｼﾝ ﾆｼﾝ ﾘｭｳｷｭｳﾄﾞﾛｸｲ Nematalosa come ●
128 ﾄﾞﾛｸｲ Nematalosa japonica ●
129 ﾈｽﾞﾐｷﾞｽ ｻﾊﾞﾋｰ ｻﾊﾞﾋｰ Chanos chanos ● ● ●
130 ﾅﾏｽﾞ ｺﾞﾝｽﾞｲ ｺﾞﾝｽﾞｲ Plotosus lineatus ●
131 ｶﾀﾞﾔｼ ｶﾀﾞﾔｼ ｶﾀﾞﾔｼ Gambusia affinis affinis ●
132 ｸﾞｯﾋﾟ- Poecilia reticulata ● ● ●
133 ﾄｹﾞｳｵ ﾖｳｼﾞｳｵ ｶﾜﾖｳｼﾞ Hippichthys spicifer ●
134 ﾋﾒﾃﾝｸﾞﾖｳｼﾞ Microphis jagorii ●
135 ﾎﾞﾗ ﾎﾞﾗ ﾎﾞﾗ Liza cephalus cephalus ●
136 ｺﾎﾞﾗ Liza macrolepis ●
137 ﾄｳｺﾞﾛｳｲﾜｼ ﾄｳｺﾞﾛｳｲﾜｼ ﾔｸｼﾏｲﾜｼ Atherinomorus lacunosus ●
138 ｽｽﾞｷ ｱｼﾞ ﾐﾅﾐｲｹｶﾂｵ Scomberoides tol ●
139 ｷﾞﾝｶﾞﾒｱｼﾞ Caranx sexfasciatus ●
140 ﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ ｱﾏﾐｲｼﾓﾁ Apogon amboinensis ●
141 ﾌｴﾀﾞｲ ﾆｾｸﾛﾎｼﾌｴﾀﾞｲ Lutjanus fulviflamma ●
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表3-3 比屋根湿地で確認された種一覧(その3)

番号 門 綱 目 科 種名 学名 L-1 L-2 L-3 全域
雨水
幹線
I J K M

142 脊椎動物 硬骨魚 ｽｽﾞｷ ﾌｴﾀﾞｲ ｵｷﾌｴﾀﾞｲ Lutjanus fulvus ●
143 ｺﾞﾏﾌｴﾀﾞｲ Lutjanus argentimaculatus ●
144 ｸﾛｻｷﾞ ﾐﾅﾐｸﾛｻｷﾞ Gerres oyena ● ●
145 ｸﾛﾎｼﾏﾝｼﾞｭｳﾀﾞｲ ｸﾛﾎｼﾏﾝｼﾞｭｳﾀﾞｲ Scatophagus argus ● ● ●
146 ｶﾜｽｽﾞﾒ ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸﾃｨﾗﾋﾟｱ（ｶﾜｽｽﾞﾒ） Oreochromis mossambicus ● ● ● ●
147 ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ｽﾐｿﾞﾒｽｽﾞﾒﾀﾞｲ Pomacentrus taeniometopon ●
148 ｼﾏｲｻｷ ｺﾄﾋｷ Terapon  jarbua ● ● ●
149 ﾀｲ ﾐﾅﾐｸﾛﾀﾞｲ Acanthopagrus sivicolus ●
150 ｶﾜｱﾅｺﾞ ｵｶﾒﾊｾﾞ Eleotris melanosoma ●
151 ﾃﾝｼﾞｸｶﾜｱﾅｺﾞ Eleotris fusca ● ●
152 ﾁﾁﾌﾞﾓﾄﾞｷ Eleotris acanthopoma ●
153 ｶﾜｱﾅｺﾞ属 Eleotris sp. ● 　
154 ﾊｾﾞ ﾋﾅﾊｾﾞ Redigobius bikolanus ●
155 ﾐﾅﾐﾋﾒﾊｾﾞ Favonigobius reichei ●
156 ﾋﾒﾊｾﾞ属 Favonigobius sp. ●
157 ﾅﾐﾊｾﾞ Mugilogobius chulae ● ● ● ●
158 ｲｽﾞﾐﾊｾﾞ Mugilogobius sp. ● ● ● ● ●
159 ｽﾅｺﾞﾊｾﾞ Pseudogobius javanicus ● ● ● ●
160 ｽﾅｺﾞﾊｾﾞ属 Pseudogobius sp. ● ● 　
161 ｺｸﾁｽﾅｺﾞﾊｾﾞ Pseudogobius sp. ● 　
162 ﾐﾂﾎﾞｼｺﾞﾏﾊｾﾞ Pandaka trimaculata ● ● ●
163 ﾄﾋﾞﾊｾﾞ Periophthalmus modestus ● ● 　
164 ﾐﾅﾐﾄﾋﾞﾊｾﾞ Periophthalmus vulgaris ● ● ● ●
165 ｱｲｺﾞ ｺﾞﾏｱｲｺﾞ Siganus guttatus ● ●
166 ｱｲｺﾞ(ｼﾓﾌﾘｱｲｺﾞ型) Siganus fuscescens ●
167 ｶﾏｽ ｵﾆｶﾏｽ Sphyraena flavicauda ●
168 ﾌｸﾞ ﾌｸﾞ ｵｷﾅﾜﾌｸﾞ Chelonodon patoca ● ● ●

80 39 68 146 19 4 2 6 3
出現種種類数

164 11

魚類、大型底生動物調査 ﾏｸﾛﾍﾞﾝﾄｽ調査

表3-4 確認された貴重種一覧

番号 門 綱 目 科 種名 学名 1996 2005 L-1 L-2 L-3 全域
雨水
幹線
I J K M

1 軟体 腹足 原始腹足 ｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ ｼﾏｶﾉｺ Neritina  turrita 準 ●
2 動物 ﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ ｲﾛﾀﾏｷﾋﾞ Littoraria pallescens 準 ● ● ●
3 中腹足 ｳﾐﾆﾅ ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ Batillaria zonalis 準 ● ●
4 ﾄｳｶﾞﾀｶﾜﾆﾅ ｲﾎﾞｱﾔｶﾜﾆﾅ Thiara granifera 準 ● ● ●
5 ﾌﾄﾍﾅﾀﾘ ﾍﾅﾀﾘ Cerithidea cingulata 準 ● ● ●
6 ｶﾜｱｲ Cerithidea djadjariensis 準 ● ● ●
7 ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ ﾏﾝｶﾞﾙﾂﾎﾞ Iravadia quadrasi 準 ●

8 収眼 ｲｿｱﾜﾓﾁ ﾄﾞﾛｱﾜﾓﾁ Onchidium hongkongensis 準 ● ● ● ●
9 基眼 ｵｶﾐﾐｶﾞｲ ｺﾊｸｵｶﾐﾐｶﾞｲ Ellobium incrassatum IB ● ● ● ● ● ●

10 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｼｵｻｻﾞﾅﾐ ﾏｽｵｶﾞｲ Psammotaea elongata 準 ●
11 ﾊﾅｸﾞﾓﾘ ﾊﾅｸﾞﾓﾘ Glauconome chinensis IB ● ● ● ●
12 ｼｼﾞﾐ ｼﾚﾅｼｼﾞﾐ Geloina coaxans 準 ● ● ● ● ●
13 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｵｷｼｼﾞﾐ Cyclina sinensis IB ● 　
14 節足 軟甲 十脚 ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ ｽﾍﾞｽﾍﾞﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ Macrobrachium equidens 準 ●
15 動物 ｵｵﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ Marcobrachium grandimanus 準 ●
16 ｵｶﾔﾄﾞｶﾘ ｵｶﾔﾄﾞｶﾘ Coenobita cavipes 国 ●
17 ﾑﾗｻｷｵｶﾔﾄﾞｶﾘ Coenobita purpureus 国 ●
18 ｺﾑﾗｻｷｵｶﾔﾄﾞｶﾘ Coenobita vilascens 国 準 希少 準 ●
19 ﾔﾜﾗｶﾞﾆ ｵｷﾅﾜﾔﾜﾗｶﾞﾆ Neorhychoplax okinawaensis 希少 Ⅱ ●
20 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ ｶﾉｺｾﾋﾞﾛｶﾞﾆ Epixanthus dentatus 希少 ● ● ●
21 ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ ﾀｲﾜﾝｵｵﾋﾗｲｿｶﾞﾆ Varuna yui 準 ● ●
22 ﾋﾗﾓｸｽﾞｶﾞﾆ Utica borneensis 希少 準 ●
23 ﾄｹﾞｱｼﾋﾗｲｿｶﾞﾆﾓﾄﾞｷ Parapyxidognathus deianira 希少 Ⅱ ●
24 ﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ ﾋﾒｱｼﾊﾗｶﾞﾆﾓﾄﾞｷ Neosarmatium indicum 準 ● ● ● ●
25 ﾐｿﾞﾃｱｼﾊﾗｶﾞﾆ Sarmatium striaticarpus 希少 準 ● ● ● ●
26 ｽﾅｶﾞﾆ ｼｵﾏﾈｷ Uca arcuata 準 危惧 IA ● ● ● ●

27 ﾙﾘﾏﾀﾞﾗｼｵﾏﾈｷ Uca tetragonon 希少 準 ●
28 脊椎 硬骨魚 ﾆｼﾝ ﾆｼﾝ ﾄﾞﾛｸｲ Nematalosa japonica 準 ●
29 動物 ｽｽﾞｷ ﾊｾﾞ ﾄﾋﾞﾊｾﾞ Periophthalmus modestus 地域 希少 IB ● ● 　

14 6 14 28 2 1 0 2 3

注１．天然記念物：「文化財保護法」(昭和25年法律第214号)

 　　　 国→国指定天然記念物

　　　　ⅠA→絶滅危惧ⅠA類（該当無し）

注３．沖縄県：「沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物―ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀおきなわ―｣(1996年 沖縄県)

　　　　危急→危急種（該当無し）

注４．沖縄県：「沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物―ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀおきなわ―｣(2005年 沖縄県)

　　　　ⅠA→絶滅危惧IA類。沖縄県では、ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの。

　　　　地域→絶滅のおそれのある地域個体群(該当無し)

　　　　地域→絶滅のおそれのある地域個体群(該当無し)

　　　　準→準絶滅危惧。沖縄県では存続基盤が脆弱な種。

　　　　ⅠB→絶滅危惧IB類。沖縄県ではIA類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの。

　　　　Ⅱ→絶滅危惧Ⅱ類。沖縄県では絶滅の危機が増大している種。

国 環境省
沖縄県

注２．環境省：「改訂・絶滅のおそれのある野生生物｣(2000～2005年環境省）及び「無脊椎動物(昆虫・クモ類・甲殻類)
　　　のレッドリストの見直しについて」(2000年環境庁）

出現種類数

魚類、大型底生動物調査
ﾏｸﾛﾍﾞﾝﾄｽ
調査

29 3

指定状況

　　　　地域個体群→地域的に孤立しており、地域レベルでの絶滅のおそれの高い個体群。

  　 　 危惧→絶滅の危機に瀕しているもの

　　　　希少→希少種（現在のところ「絶滅危惧種」にも「危急種」にも該当しないが、生息条件の変化によって容易に上位のランクに移行するような要素（脆弱性）を
　　　　　　　有するもの）

　　　　ⅠB→絶滅危惧ⅠB類（該当無し）

　　　　Ⅱ→絶滅危惧Ⅱ類 （該当無し）

　　　　準→準絶滅危惧（存続基盤が脆弱な種-現時点での絶滅危険度は小さいが､生息条件の変化によっては「絶滅危惧｣として上位ランクに移行する要素を有するもの）

3 4 9 25
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